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誰
で
も
描
け
る
絵
手
紙
。
「
ヘ
タ

で
い
い
ヘ
タ
が
い
い
」
を
合
言
葉
に
、

多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
絵
手

紙
を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者

を
対
象
に
簡
単
な
絵
手
紙
の
描
き
方

を
学
び
ま
す
。

■
日
時
　
１０
月
７
日（
日
）

　
第
１
回
　
午
前
１０
時
〜

　
第
２
回
　
午
後
２
時
〜

　（
２
回
と
も
同
じ
内
容
で
す
。
都

　
合
の
良
い
回
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
）

■
場
所
　
豊
科
郷
土
博
物
館
 

学
習
室

■
参
加
料
　
１
０
０
円（
当
日
集
金
）

■
持
ち
物
　
絵
手
紙
の
モ
チ
ー
フ
（
植

　
物
や
野
菜
・
果
物
な
ど
、
題
材
に

　
し
た
い
も
の
）

■
講
師
　
風
間
祥
江
さ
ん
　
　
　

　（
山
梨
県
小
池
邦
夫
絵
手
紙
美
術

　
館
　
絵
手
紙
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

■
定
員
　
各
回
３０
人（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
　
９
月
２６
日（
水
）か
ら

　
受
付
開
始
。
左
記
ま
で
電
話
で

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
豊
科
郷
土
博
物
館

　
　
　
　
　
　（
4
6
７２
・
５
６
７
２
）

　
豊
科
博
物
館
友
の
会
絵
手
紙
部
に

よ
る「
第
４
回
　
友
の
会
絵
手
紙
展
」

を
開
催
し
ま
す
。日
常
の
生
活
の
ふ
と

し
た
こ
と
や
感
動
を
、素
朴
で
温
か
み

の
あ
る
イ
ラ
ス
ト
と
と
も
に
心
に
染
み

る
言
葉
で
贈
る
絵
手
紙
を
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

■
会
期
　
９
月
２２
日（
土
）

　
　
　
　
　
〜
１０
月
８
日（
月
・
祝
）

■
開
館
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
場
所
　
豊
科
郷
土
博
物
館
 

展
示
室

■
入
館
料

　
大
人
　
　
１
０
０（
８０
）円

　
小
中
生
　
　
　
５０（
４０
）円
　

　（
　
）内
は
２０
人
以
上
の
団
体
料
金

　
豊
科
郷
土
博
物
館

　
　
　
　
　
　（
4
6
７２
・
５
６
７
２
）

　
日
本
水
彩
画
会
長
野
県
支
部
に

よ
る
水
彩
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
風
景
・
静
物
・
人
物
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
対
象
を
水
彩
画
独
特
の
柔
ら

か
な
色
彩
で
描
か
れ
た
作
品
お
よ
そ

２
０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

■
会
期
　
１０
月
２
日（
火
）〜
８
日（
月
・
祝
）

■
開
館
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
会
場
　
豊
科
近
代
美
術
館

　
あ
づ
み
野
ガ
ラ
ス
工
房
と
東
北

芸
術
工
科
大
学
工
芸
コ
ー
ス
卒
業

生
有
志
に
よ
る
ガ
ラ
ス
作
品
の
合

同
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
展
覧
会
名
の
「
山
ぼ
ん
・
長
ぼ
ん
」

は
、
山
形
の
盆
地
・
長
野
の
盆
地

か
ら
発
信
す
る
と
の
思
い
か
ら
命

名
さ
れ
ま
し
た
。
「
今
を
生
き
る
」

若
手
芸
術
家
の
作
品
に
は
、
工
芸

の
イ
メ
ー
ジ
に
と
ら
わ
れ
な
い
自

由
な
表
現
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

■
会
期
　
１０
月

１１
日（
木
）〜
２１
日（
日
）

■
開
館
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

【
共
通
】

■
入
館
料
　

　
大
人
　
５
０
０（
４
０
０
）円

　
大
高
生
３
０
０（
２
０
０
）円

　
小
中
生
１
５
０（
１
０
０
）円

　（
　
）内
は
２０
人
以
上
の
団
体
料
金

　
豊
科
近
代
美
術
館

　（
4
７３
・
５
６
３
８
6
７３
・
６
３
２
０
）

　
京
都
造
形
芸
術
大
学
と
の
共
催
で
、

２
つ
の
芸
術
講
座
を
開
講
し
ま
す
。大

学
の
通
信
教
育
部
の
公
開
授
業
で
、全

国
の
社
会
人
学
生
と
学
び
ま
す
。

■
日
程
（
授
業
ご
と
の
聴
講
も
可
）

１０
月
３
日（
水
）

　
午
前
「
安
曇
野
の
植
生
と
高
山
植
物
」

　
　
　
　（
講
師
　
飯
沼
冬
彦
さ
ん
）

　
午
後
「
地
質
学
か
ら
み
た

　
　
　
　
　
松
本
盆
地
の
生
い
立
ち
」

　
　
　
　（
講
師
　
降
旗
和
夫
さ
ん
）

１０
月
４
日（
木
）

　
午
前
「
身
近
な
昆
虫
の
生
態
と
環
境
」

　
　
　
　（
講
師
　
浅
川
文
彬
さ
ん
）

　
午
後
「
発
掘
調
査
の
成
果
か
ら

　
　
　
　
み
た
生
活
環
境
の
変
遷
」

　
　
　
　（
講
師
　
山
田
真
一
さ
ん
）

１０
月
５
日（
金
）

　
午
前
「
安
曇
の
歴
史
」

　
　
　
　（
講
師
　
中
島
博
昭
さ
ん
）

　
午
後
「
安
曇
野
の
道
祖
神
と
そ
の
信
仰
」

　
　
　
　（
講
師
　
石
田
益
雄
さ
ん
）

■
会
場
　
南
安
曇
教
育
会
館
２
階
　

　
大
講
座
室（
近
代
美
術
館
隣
）

■
受
講
料
　
３
日
間
で
５
０
０
円

■
日
程
　
１０
月
６
日（
土
）〜
８
日（
月
・

　
祝
）（
３
日
間
通
し
て
の
受
講
が
必
要
）

■
会
場
　
豊
科
近
代
美
術
館
多
目
的

　
ホ
ー
ル
・
ビ
レ
ッ
ジ
安
曇
野
周
辺

■
受
講
料
　
５
、０
０
０
円

■
定
員
　
２０
人（
初
心
者
で
も
可
）

■
申
し
込
み（
①
と
②
共
通
）

　
９
月
２５
日（
火
）か
ら
左
記
ま
で
電

　
話
な
ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
豊
科
近
代
美
術
館

　（
4
７３
・
５
６
３
８
6
７３
・
６
３
２
０
）

　
あ
な
た
が
届
け
た
い
、い
の
ち
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
は
何
で
す
か
？
明
科
図
書
館

で
は
１１
月
の
館
内
企
画
と
し
て
、い
の

ち
の
大
切
さ
を
伝
え
る
本
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
展
示
を
行
い
ま
す
。そ
こ
で「
と
ど

け
よ
う
い
の
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
題

し
た
皆
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間
　

　
１０
月
２
日（
火
）〜
３１
日（
水
）

■
応
募
方
法
　
は
が
き
、は
が
き
大
の

　
用
紙（
明
科
図
書
館
に
設
置
）に
、

　
あ
な
た
が
伝
え
た
い
、い
の
ち
へ
の
メ

　
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入
し
て
、郵
送
、ま

　
た
は
直
接
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
絵

　
手
紙
、絵
文
字
、言
葉
な
ど
書
き

　
方
は
自
由
で
す
。
実
名
で
の
展
示

　
の
可
否
も
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先
　
〒
３
９
９
│
７
１
０
２

　
安
曇
野
市
明
科
中
川
手
６
８
１
４

　
番
地
１
　
明
科
図
書
館

　
明
科
図
書
館

　（
4
６２
・
１
１
２
２
6
６２
・
１
１
２
４
）

　
大
人
を
対
象
に
し
た
す
ば
な
し
を
楽

し
む
会
を
開
催
し
ま
す
。秋
の
ひ
と
と

き
、昔
話
の
世
界
へ
お
出
掛
け
く
だ

さ
い
。

■
日
時
　
１０
月
５
日
（
金
）

　
午
前
１０
時
３０
分
〜
１１
時
４０
分

■
会
場
　
安
曇
野
　
橋
節
郎
記
念
美

　
術
館
 

主
屋

■
入
場
料
　
無
料（
展
示
室
は
有
料
）

　
穂
高
図
書
館

　（
4
８４
・０
１
１
１
6
・
８４
・０
１
１
６
）

第
４９
回
日
本
水
彩
画
会
長
野
県
展

企
画
展「
山
ぼ
ん
・
長
ぼ
ん
工
芸
展
」

①
「
安
曇
野
の
自
然
と
歴
史
」講
座

②
「
安
曇
野
の
風
景
・

　
　
建
物
デ
ッ
サ
ン
」
講
座

ふ
み
あ
き

・
・
・
・

紹介する人

お
す
す
め
の
一
冊

豊
科
郷
土
博
物
館
講
座

は
じ
め
て
の
絵
手
紙
講
座

豊
科
郷
土
博
物
館
講
座

友
の
会
絵
手
紙
展

豊
科
近
代
美
術
館

秋
の
展
覧
会
・
企
画
展

穂
高
お
は
な
し
と
し
ょ
か
ん

お
月
見
お
話
し
会

ドキドキ・ワクワクお話の世界

10月の おはなし
図書館

豊科 ちいさいたんぽぽ（幼）・おはなしたんぽぽ（５歳以上）

豊科公民館和室 (Tel.72・2158)

１９日（金）１１：００～（幼児対象）
　　　　１６：３０～（５歳以上対象）

穂高 おはなしとしょかん
穂高会館講義室 (Tel.84・0111)

穂高 お月見おはなし会

三郷 ポケットの会
三郷公民館児童室 (Tel.77・2109)

     １３日（土）１０：００～（幼児・小学生対象）

     ５日（金）　詳細は上記のとおり。

堀金 おはなしのへや
堀金図書館児童コーナー (Tel.72・5796)

１０日（水）１１：００～（幼児対象）
１７日（水）１５：３０～（小学生対象）
　　　　１６：００～（保育園児対象）

明科 おはなしの会
ひまわり和室 (Tel.62・1122)

２３日（火）１１：００～（幼児対象）
　　　　１１：３０～（５歳以上対象）

さん  (穂高有明)

お
す
す
め
の
一
冊

み
え
る
詩
 

あ
そ
ぶ
詩

き
こ
え
る
詩

は
せ
み
つ
こ

編
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　この本は劇団四季出身で教育テレビ「あいうえお」に
出演していた、はせみつこ編の詩集です。「いるかいる
か　いないかいるか」という谷川俊太郎の詩で始まる
この詩集は、ことばの「音」にこだわった詩が満載で、
中でも私のお気に入りの織田道代「へんてこ動物園」は
とんちのきいた大人が笑える一編です。イラストも独
特でインパクトが強く、わが家の子どもたちもくぎ付
けになっていました。大きな声で読むのが楽しい本な
ので、読み聞かせにぴったりです。

征矢野  昌子
豊
科
近
代
美
術
館
講
座

安
曇
野
秋
の
芸
術
講
座

２０日（土）１０：３０～（幼児対象）
　　　　１１：２０～（５歳以上対象）

安曇野　橋節郎記念美術館 主屋 (Tel.84・0111)

＊大人も楽しめます。

明
科
図
書
館

と
ど
け
よ
う
い
の
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
募
集


